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表1　古い電解コンデンサの容量をディジタル・
メータで測った実測値
劣化しているはずが，本来の値より容量が増えている
ように測定される

　古いスピーカ・システム（3ウェイ）を久々に再使用
してみると，周波数特性が完全に乱れていることがあ
りました．詳しく調べてみると，おかしくなっている
のは各スピーカ・ユニット（ドライバ）ではなく，デバ
イディング・ネットワーク（図1）だとわかりましたが，
その中でもコンデンサが劣化していたのです．
　片チャネルには3個の電解コンデンサが使用されて
いて，ステレオで合計6個，すべて容量が完全に初期
値から変化していました．
　これらの電解コンデンサをディジタル・テスタの容
量計で測ってみると，表1のように現物に表示されて
いる値より極端に大きく測定されていました．
　さて，この値がおかしいのは当然ですが，さらに音
を聴いた感じでは，表の値とは全く違うようなのです．
　そこで，2.8μFのコンデンサのインピーダンスの周

波数特性を測定してみると，なんと，コンデンサでは
なくなっていました．その特性を3.3μFのフィルム・
コンデンサと比較したのが図2です．
　インピーダンスの高いところでは，より容量が大き
いはずの3.3μより低いインピーダンスになっていま
す．表1の結果はこのような特性を反映した結果かも
しれません．
　コンデンサのインピーダンスは周波数に反比例する
はずですが，劣化した物はインピーダンスの低下が緩
やかで，20 kHzでは変化が無くなりかけています．
　2.8μFの20 kHzにおけるインピーダンス（理論値）
は2.84Ωですから，8Ωのスピーカに対しては「通す」
値ですが，実際には20Ω程度と「阻止する」値にな
っていたのです．これがスピーカ・システムの高音域
が落ちている原因でした．
　しかし，ディジタル・テスタでは容量が増えている
という測定しかできません．これは現実を反映してい
ないのです．電解に限らず，コンデンサのインピーダ
ンスは，ディジタル・テスタのみでは把握できない，
ということも知っておく必要がありそうです．
 〈中野 正次〉

表示値［μＦ］実測値1［μＦ］実測値2［μＦ］
2.8 5.10 5.58
17.6 53.3 53.6
25 220.3 260.3

図2　古い電解コンデンサのインピーダンス周波数特性
50 Hzでは表示された値よりもインピーダンスが低いが，550 Hzを超
えると高くなり，20 kHzでは平坦で抵抗に近い

図1　私が長年使用しているディバイディング・ネットワークの
回路
電解コンデンサが劣化していた
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4－1 電解コンデンサには寿命があるとわきまえる


